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令和５年 第６回教育委員会（会議録） 

令和５年６月１４日（水） 

午前９時３０分～  

坂祝町中央公民館 会議室  

日程第１ 開会 

   ※教育長が開会を宣言する。 

出席委員確認 

教育委員  金武 千秋 

古田 博英  

                   兼松 悟  

                   原口かおり（欠席）  

教育長   三品 芳則 

 教育委員会事務局    教育課長  堀部 芳章 

こども課長  岩井 正義 

              教育課主幹  若泉 貴弘 

 

日程第２ 前回教育委員会の確認 

   ※教育課長が資料に基づいて報告をする。 

 

日程第３ 教育長、教育委員報告事項 

教育長    ５月２５日、可茂地区地教連総会がありました。この会には、金武教育委員

も一緒に参加していただきました。可茂教育事務所の吉村嘉文所長の講話

では、ＰＩＳＡ調査から見た日本の教育の成果と課題のお話を聞きました。

数学と理科はトップレベルにまで復活はしてきたのですが、学習意欲の低

い子どもたちが多い、傾向にあります。また、自分の考えについて根拠を明

確にして述べることができない。伝える力が弱いのではないかな、この調査

の結果から言われました。ＩＣＴ機器の整備は進んだのですが、それらを活

用して、自ら学習を進めて行く経験がまだまだ少ない。導入されて、時期が

経っていませんので、そういった面は見られるのですが、坂祝の子どもたち

にもＰＩＳＡの調査から浮かび上がってきたものは、当てはまるところも

あって、何とか解決していきたいなと思います。５月２４日、地区教育長会

がありました。ここでも大きく話題になったことは、定年の年齢の引き上げ

に関することと教員採用試験に関わることで。定年年齢引き上げの１年目

ということで、今年度末に、理論上は退職者がいないということになります。

ただし、自分から辞めるという方はいえます。制度上の退職者はいないとい

うことになります。ただ、新規採用者は毎年、採用していかなければならな

いので、隔年ごとの増減はありますが、年毎にならしながら、見込み数をも

って、決定していくと県教委からの話がありました。来年度、令和６年度の

採用予定者は、小学校で２２０名、中学校で１４０名、養護教諭で１５名、

栄養教諭で若干名だそうです。倍率が小学校であるとぜひ倍を超えて欲し
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い、中学校は３倍程度ありますが、多くの応募を期待しているところです。

新規採用数の応募を増やすためにも、教員採用試験の改革も伝わってきて

います。集団面接の廃止、第一次選考の中の、一般教養、専門教養の筆記試

験の専門教科の問題数を２５問から２０問に少なくして、時間を６０分か

ら５０分に少なくする。それによって、応募者数が増えるかどうかはわかり

ませんが、受験者への負担軽減になるのかなと思います。これまでは、７月

に採用試験を行っていましたが、６月に前倒しをして実施しようと考えて

います。私たちが教員採用試験を受けたときは、東海ブロックの愛知、岐阜、

三重は、同じ日に試験があって、愛知県とか三重県を受けることはできなく

て、岐阜を優先して受けたのですが、今は、その試験日がずれているそうで

す。それで、お互いが人材を取り合っている状態になっています。特に、愛

知県、岐阜県の県境の人は、どうしても、給与の高い愛知県又は名古屋市に

行ってしまうという傾向も中にはあります。その辺の改革も県教委が一生

延命やっているという話がありました。５月３０日から６月２日まで、坂祝

中学校の修学旅行がありました。６月２日の３日目、金曜日の１５時７分品

川駅発の新幹線に乗車するため、品川駅で移動するまでは、３日間の予定は、

予定通りでしたが、大雨による新幹線の運転見合わせが発生して、夕方、品

川駅の構内で待機になり、１８時になっても動かない、１９時頃には復旧す

る見込みがないことがアナウンスから判断されて、添乗員とともに、ホテル

の宿泊を何とか確保しながら、決断をして品川駅の目の前にある品川プリ

ンスホテルへ徒歩で移動し、宿泊をしました。翌日、６月３日は、午前１１

時１０分の代替便を予約していましたが、午前中も運休が決定し、もう一度、

再々予約をして、１５時５５分発の新幹線を予約しました。それも１時間半

ぐらい遅れが出てしまい、１７時すぎにようやく品川駅を出発することが

できました。１９時半頃に名古屋駅に着き、坂祝町中央公民館の駐車場には

２０時半頃に到着しました。修学旅行は、土曜日の夜遅くに帰ってきて、日

曜日をはさんで月曜日には授業がありました。４名程の欠席はあったよう

ですが、大きく体調を崩してしまった子もいなかったようです。対応につい

ては、他校では新幹線の車内で朝までいたとか、バスで岐阜まで一晩中かか

って戻ってきたとか、そのような話を聞いていますが、あの大変な状況の中

で、即座の判断をしなければならない校長は本当に大変だったであろうと

想像をしますが、引率職員や添乗員と協力して、子どもたちを無事に坂祝ま

で戻してくれたことに感謝を致します。本来の修学旅行の追加の請求につ

きましては、総額で 112万円程かかりました。一人当たりの単価としまして

は 16,700円程になりましたが、そこにつきましては、町の予備費の中から

流用して、この部分の保護者負担については、町費で全額補助をしようとい

うことで、町長も決断しましたのでご報告させていただきます。今、そのよ

うな行政上の手続きをとっているところでございます。６月４日、加茂郡の

体育大会がありました。坂祝町をメイン会場に開会式が行われ多くの競技

が開催されました。私は町長とともに、上麻生中学校のソフトバレーボール
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や八百津町の蘇水公園のサッカーをはじめ、町内の各競技を見学させてい

ただきました。来年は、富加町がメイン会場で、開会式や周辺、郡内各地で

競技が行われますので、来年に関しては、教育委員さん全員で激励訪問をし

たいと思いますのでお願いします。６月１０日、青少年育成の町民の集いが

ありました。坂祝中学校の２名が意見発表をしてくれました。今年から新た

な取組として、黒岩祭囃子保存会によるお囃子の披露や県の出前講座「スマ

ホの安全な使い方」があり、昨年度よりも来場者が増えてきたように思いま

した。来年度も同様に、子どもたちにも直接来てもらえるように内容を工夫

しながら、取り組んでいきたいと思います。６月１３日、坂祝町議会の一般

質問がありました。学校の在り方検討委員会に関わって不登校対応、小中連

携、子どもの権利条約に関することついて質問等がありました。中でも、学

校の在り方検討委員会に関わる答弁につきましては６月２７日に第１回目

の検討員会が行われるということ。来年２月には答申をいただくことを予

定として、年間に３回から４回ぐらいの検討員会を開催していく予定です。

大雑把な予定ですが令和６年度に学校運営協議会や小中学校ＰＴＡの会合、

または公民会において説明会を行って住民の皆さんにも周知をしながら、

基本構想をまとめていきたいと思います。その後については、各課を横断し

た組織で設立準備委員会を設置しながら、事業地の選定や基本設定等を行

って、開校の目標は令和１３年度（2031 年度）に何とかできないだろうか

というように、このプロジェクトを進めていきたいと考えております。 

金武教育委員 修学旅行のこと、先程教育長もおっしゃいましたが、校長先生や先生、添乗

員さんの素早い対応で、おにぎりや飲み物も早く支給していただいて、早い

と言っても数が多いので、結構早く対応していただいて、ホテルもまだ、他

の学校の生徒がホームにいるのに、坂祝中学校は品川プリンスホテルに入

れて、一人ずつ部屋を与えてくださり、外では、救急車が行き来していたと

いう話も聞いて、本当にありがたかった。私の子もそうですが、次の日に予

定があったので、少し自分勝手な要望を子どもたちが訴えましたが、先生方

が子どもの気持ちに寄り添って、対応していただきありがたかったです。 

教育長    少し補足をしますと、翌日野球の試合で、出場する生徒が４人程おりまして、

金武さんの息子さんも含めて、校長が保護者の方にも連絡をしながら、迎え

にきていただいてもいいですよと言って、結局は、野球の試合が中止になっ

て、保護者が迎えに行くということもなくなりました。学校も保護者と連携

を取りながら、十分に寄り添ってくれたようでありがたかったです。 

古田教育委員 先日の幼稚園の遊びの授業と振り返りの様子が印象に残っています。遊び

は、いつ見ても子どもたちが一生懸命楽しそうにやっていましたし、ぼうけ

ん山の様子を見ても、いい環境を作っていただいていると思ました。その中

で、いろいろな遊びができるため、先生方の目が行き届くように、今日は使

える遊具と使えない遊具を指定して、心を配っていただけているなと思い

ました。一番印象的だったのが、振り返りです。ＩＣＴを使った振り返りは

感心しました。その日のことを、すぐに写真や動画で確認しながら、もしか
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したら本人でも忘れているようなことを思い出させてくれるような手段だ

と思いました。その遊びに関わっていない子や興味がない子でも、その体験

を共有することができ、次の遊びに繋がる可能性を感じましたし、これは大

きな力を発揮すると強く思いました。同時に、上手に使うことのバランスが

大切だと感じました。 

兼松教育委員 ５月２１日、夏井いつき先生の俳句ライブを見に美濃加茂文化会館（かもー

る）に見に行きました。６００人が溢れんばかりに集まりました。話がとて

も上手で、構成もよく、１部では俳句の作り方を指導して、みんなから俳句

を集めて、その場でいい俳句を６点ぐらい出して、２部はその６点のどんな

ところがよいか発表させることをしていました。この方は、学校の先生を昔

やっていて、自分の作品がよかったら、こういったところがいいと宣伝して

くださいという方法で、観衆を輪の中に入れ込んでいくことをしておられ

ました。話が上手で２時間の予定が２時間半されましたが、あっという間に

引き込まれて終わりました。６月２日に、警報があった日ですが、小学校は

15:15に下校の日ですが、保護者には「すぐーる」で通知してあり問題ない

と思うし、見守り隊の方も「すぐーる」を入れてありわかると思うのですが、

13:30に下校したのですが、町民の感覚から言うと、最後には誤りの連絡は

ありましたが、学校と役場の広報は連絡がとれているのかと思いました、学

校も役場もその仕事ばかりしているわけではないし、担当者同士が繋がっ

ているのかなと思いました。また、担当者同士が連絡を密にとっていただけ

ればと思います。６月１２日、幼小中の授業を見せていただいて、議員さん

も事務局も話したかったと思いますので感想を聞かせてください。 

教育課主幹  今回はＩＣＴ等に関わった訪問ですので、そちらももちろん見させていた

だきました。議員さんがどのような視点で見ているのかも見させていただ

きました。子どもたちの様子ももちろん見ているのですが、施設設備の様子

を見ていて、空き教室の施設設備の様子を見ているのが印象的でした。ＩＣ

Ｔに関わって、電子黒板を小中学校の多くの学級で利用していました。昔は、

拡大コピー機を使って紙で提示しておりましたが、今は、タブレットに画像

として取り込み、手元で焦点化したい所を拡大しながら示せており、子ども

も見やすいし、教員の働き方改革にも繋がっていると思いました。中学校は

それに加えて、生徒自身がタブレットを駆使して、キーボードを使って文字

をすばやく入力する姿が印象的でした。また、今年度転入された先生方が、

自分のよさを発揮しながら、周囲の先生方の指導を受け、授業をされている

のが印象的でした。 

兼松教育委員 学習意欲という面で、子どもが主体的で高めていって欲しいですし、先生も

主体的に教材研究をして、授業を意欲的に今後も取り組んでいってほしい

です。 

 

日程第４ 議事 

（報告事件） 
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報告第２０号 夏季休業中における幼稚園・小中学校の閉庁日について 

  ※教育主幹が資料に基づいて報告をする。 

報告第２１号 坂祝中学校の休業日変更届について 

  ※教育主幹が資料に基づいて報告をする。 

報告第２２号 坂祝中学校の校外学習届について 

  ※教育主幹が資料に基づいて報告をする。 

 報告第２３号 坂祝町教育委員会後援名義の使用許可について 

  ※教育課長が資料に基づいて報告をする。 

 

日程第５ その他 

 ○当面する教育関係諸行事について 

 ○その他 

 

日程第６ 閉会 

   ※教育長が閉会を宣言する。 

 

 閉会 午前１０時２０分   

 

坂祝保育園見学 

 会の終了後、坂祝保育園へ移動し、施設見学及び給食を試食する。 


